









































































































戦略1 貧困問題および農村開発、収入協差問題に関する戦略 5，540.5 C 7.4) 5，942.8C 8.8) 
戦略2 効率性や持続性のある経済へ発展するために競争力をつ 30，323.5C 40.7) 21，843.6C 32.2) 
ける戦略
2. 1 農産物への付加価値創出 9，734.7C 13.1) 3，039.2 C 4.5) 
2. 2 食品の安全性システムに墓ついた農産物の生産及ひ加工 6，048.5C 8.1) 4，061.1 C 6.0) 
の促進
2. 3 協同組合や農民グルー7'の販売する商品白パッケ ジの 8.6 C 0.0) 6.0 C 0.0) 
開発
2. 4 研究開発 1，467.6C 2.0) 1，249.3 C 1.8) 
2. 5 品種および生産資材 1，060.9 C 1.4) 838.9C 1.2) 
2. 6 濯援用水および水源の管理 9，500.4 C 12.8) 10，079.2C 14.8) 
2. 7 生産用白土壌の再開発 817.2C 1.1) 1，068.2 C 1.6) 
2. 8 競争力をつけ、効率を上げるためのメカニズム構築の支援 123.6C 0.2) 113.4 C 0.2) 
2. 9 地方の管理と運営の向上 1，127.9C 1.7) 
2.10 アゲロツーリズム 17.8C 0.0) 20.4C 0.0) 
2.11 農業外交と国際経済 214.3C 0.3) 240.0 C 0.4) 
2.12 その他 1，330.1 C 1.8) 
戦略3 天然資源や環境の保護、生物の多様性や社会への有効利用 19，760.6C 26.5) 21，143.2C 31.1) 
に関する戦略
3つの戦略計 55，624.7C 74.7) 48，929.8C 72.1) 
農業・協同組合省内および国営企業のその他の基本陣定費 18，887.4C 25.3) 18，979.8C 27.9) 












































スで 1時間半、鉄道もパンコク中心駅 (77'ランポ ン)からタイ国鉄が運行されており、表
3に示すとおり年間観光客数はパンコクについで国内2位である。そのなかでも本論文で検討
するNongnoochTropical Bolanical Gardenは、タイ政府観光庁主催で2006年から毎年選定さ



























































利用料金 -コテ ジ~ 1棟当たり 1i白600パツ (4人まで宿泊可)
-会議案利用=有料
タイ人 外国人 利用者の内訳
2002年 6，459 45 匝他県の試験場職員・行政官。 60%
利用者数の推
2003年 49，373 150 匝大学生・中高校生等 30% 移(人)



















図2 チャンタブリ国芸研究センタ のアグロツ リスム















































































冠した会社 iNongnoochTropical Bolanical GardenJが資本金50万パーツにより設立された。
タイにおけるアグロツ リズムに関する一考察 83 
チャンタプリ県の公的施設とチョンブリ県の民間施設を事例に
表 6 Nongnoochグループの概要
















IINongnooch Tropical Botanical Garden 
1980年設立:観光事業(ガーデン、ショウ、レストラン、宿泊)
グループ法人 lI IINongnooch Landscape Garden Design 
1998年設立:観葉植物の生産・販売
資料:Nongnooch Tr叩 icalBotanical Gardenlこ対するヒアリング謁査をもとに筆者が作成。
当ガーデンにおける施設およびサービスの概要であるが、主な観光施設としては、①20種類
のトロピカル・ガーデン、②ミニ動物園、③レストラン(タイ料理のバイキングほか)、④ホテ



















図3 Nongnooch Tropical Botanical Gardenのイメー ジ





タイにおけるアグロツ リズムに関する一考察 85 
チャンタフリ県の公的施設とチョンブリ県の民間施設を事例に一一
表7は、 NongnoochTropical Bolanical Gardenの組織体制と雇用状況について示している。













①フー ド&ヒ、パレッジ 300 レストラン、カフェ
②セル&マーケティング 80 企画、渉外、広報
キ宜 ③財務 50 
部 ④経理 80 
織 門 ⑤人事 50 
i* BIJ ⑥エンタ テインメント 160 ショウ白出演者、演出、舞台設営等
制 組 ⑦ガーデン管理 300 植樹、施肥、濯水、男定、防除等
織 喧購買・販売 30 
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